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令和６年度 ボランティア自主企画事業 

スーパートビっ子チャレンジャーズ in若狭湾 事業報告書 

R6.11．16（土）～17（日） 1泊 2日 
 

 ボランティア活動は、青少年の自立や健全育成、社会参画を促進するうえで重要な役割を果たしており、当機構

では各施設のボランティア・コーディネーターがボランティアに対し継続的な教育的支援を実施している。 

 本事業は、その一環として、各施設のボランティアが自主企画事業を実施するにあたり、ボランティア・コーディネ

ーターがその企画立案時から指導・助言に携わるとともに、事業運営における安全管理等に関わり、ボランティア

が学びと活動を循環させながら成長していくことを目的として実施した。 

 

◆ 対象 

国立若狭湾青少年自然の家で活動するボランティア 自主企画委員 大学生４名 

当日の班付きボランティア ８名(大学生 7名、社会人 1名) 

 

◆ 企画の流れ 

① 企画ボランティアの募集 

昨年度のボランティア自主企画事業に参加したメンバーに声掛けを行い、自主企画委員(以下：委

員)を希望する大学生 4名を選出した。 

② 企画 

６月 25日(火)にキックオフミーティングを実施。今回の委員 4名は昨年度の自主企画事業に参加し

たメンバーのため、事業の柱となる「目的」と「目標」の設定について、再度、理解する時間を設けた。そ

の後、会議は月に 1 回は委員全員とのオンライン打合せを行い、それぞれのプログラムの打合せは月に

４～５回ほど、個別で対応した。各プログラムの進捗状況をオンライン打合せや電話、メールでこまめに

確認し、委員の相談に乗りながら企画を進めた。 

③ 実地踏査 

8 月に実地踏査 1回目を行った。委員 4名が集まり、当日の流れを打合せした後、活動場所の下見

や活動の試行を行った。10月には実地踏査2回目を行い、委員に加え、ボランティア経験のある班付き

ボラの 2名が若狭湾に集まった。プログラム内容がある程度決まっていたため、事業当日の活動場所や

動線の確認を行った。また、参加者の安全管理や班付きボラへのサポートについても打合せを行い、当

日の運営がスムーズに進行するように準備を進めた。 
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◆ ボランティア自主企画事業の実施 

① 事業の名称 

スーパートビっ子チャレンジャーズ in若狭湾 

② 事業の目的 

・ 様々なことに挑戦するなかで、自分自身の得意不得意を知る。 

・ 最後まで諦めない自分や苦手なことに挑戦できる自分や新しい仲間(ボランティア含む)と新たな自分を

発見する。 

・ 相手の良さも発見し互いに伝え合い、それらを今後の自信につなげる。 

③ 事業の目標 

・「チャレンジ→達成感・やりがい→自信・自己肯定感」のサイクルを回す。 

・仲間との協力 

・GRIT（やり抜く力） 

 Guts（度胸）：困難なことに立ち向かう 

 Resilience（復元力）：失敗してもあきらめずに続ける 

 Initiative（自発性）：自分で目標を見据える 

 Tenacity（執念）：最後までやり遂げる 

④ 参加実績 

小学校４年生～６年生 ２４名 

⑤ 日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6

1
1
月
1
6
日
（

土
）

 
受
付

　
休
憩
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン

　
就
寝
準
備

1
1
月
1
7
日
（

日
）

　
起
床
・
清
掃

　
朝
の
つ
ど
い

　
振
り
返
り
・
ア
ン
ケ
ー

ト
記
入

　
閉
会
式

　　
【

ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
】

　
仲
間
と
協
力
し
て

　
ミ
ッ

シ
ョ

ン
に
挑
戦
！

　
【

ク
ラ
フ
ト
】

　
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り

　
夕
食
（

食
堂
）

　
若
狭
湾

　
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
タ

　
入
浴
・
フ
リ
ー

タ
イ
ム

12 137 8 9 10 11

開
会
式
・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

　
昼
食
（

弁
当
）

　
朝
食
（

食
堂
）

　
退
所
点
検
・
荷
物
移
動

2320

　
就
寝

14 17 18 191615 21 22

　
【

野
外
炊
事
】

　
段
ボ
ー

ル
か
ま
ど
を
使
っ

て

　
ピ
ザ
を
作
ろ
う
！

　
休
憩
・
荷
物
移
動



3 

 

⑥ 事業の成果 

◎「全体の満足度」に対して、24名中 22名が「満足」と回答した。 

                                               

 

 

 

 

 

 

◎「新しい友達とたくさんの思い出ができましたか」の設問に対して、24名中 20名が「満足」と回答し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

◎「ボランティアのお兄さんやお姉さんはどうでしたか」の設問に対して、24 名中 21 名が「満足」と回

答した。 

 

 

 

 

 

 

 

◎「自然の家の職員はどうでしたか」の設問に対して、24名中 19名が「満足」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(N＝24) 

(N＝24) 

(N＝24) 

(N＝24) 

満足…22名 

やや満足…0名 

やや不満…1名 

不満…1名 

満足…20名 

やや満足…3名 

やや不満…1名 

不満…0名 

満足…21名 

やや満足…2名 

やや不満…0名 

不満…1名 

満足…19名 

やや満足…4名 

やや不満…0名 

不満…1名 
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⑦ 参加者の声 

（事業全体を通して） 

・ 最初は緊張していたけど、みんなと仲良しになれた。 

・ いっぱい友達ができて、その友達といろんなことができて楽しかった。 

・ ピザ作りやウォークラリーを通して、みんなと協力して思い出ができた。 

・ 一緒にご飯を食べたりしたのが楽しかった。 

・ （ボランティアのお兄さんお姉さん）優しく対応してくれてしゃべりやすく、緊張も全くしなかった。 

・ （ボランティアのお兄さんお姉さん）私のことをよく見てくれていて、気遣ってくれた。 

・ （自然の家の職員）最初しか話さなかったけど、裏でたくさんお世話になったから。 

 

（この事業で一番印象に残ったプログラム） 

★ウォークラリー 

・ 色々なミッションができて楽しかったから。 

・ みんなと協力して、仲が深まった感じがしたから。 

・ 班のみんなと問題をといて、いい点がとれて達成感があったから。 

・ 問題の答えを考えるとき、友情が深まった。 

★ランタン作り 

・ ランタン作りが楽しかった分、終わったときの達成感がすごかったから。 

・ 自分が描いた絵をほめてもらったし、他の人のアイデアもおもしろかったから。 

★ランタンフェスタ 

・ ランタンがきれいで、さわやかな気持ちになれた。ろうそくがきれいだった。 

・ 自分で作ったランタンがきれいに光っていて楽しいと思ったから。 

・ 自分たちのランタンがきれいに光っていたのと、新しい友達と喋れて思い出作りができたから。 

★ピザづくり 

・ 普段ピザ作りなんてしないから、普段と違うことができて楽しかったです。 

・ 火おこしが熱かったけど楽しかった。ピザをみんなと食べておいしかった。会話もいっぱいした。 

・ 具材がツナで不安だったけど、とてもおいしかったから。 

・ 自分の作ったピザがきれいにふくらんでよかった。 

（このイベントに参加して、初めてできるようになったことや新しい発見があれば教えてください。） 

・ 友達の大切さを知れた。 

・ 意見を伝えられるようになった。 

・ 手先が器用になった。 

・ カッターで作業するのが苦手だったけど、少し得意になれた気がした。 

・ 学校で発表することが苦手だったけど、ランタン作りで自分の意見をみんなに伝えることができたと思い

ました。 

・ 片付けが苦手だったけど、みんなと協力できてよかった。 
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（班の仲間やボランティアの人と、最後まで諦めずに協力して活動に取り組むことができましたか。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ランタン作りで、みんなで協力してランタンを作れたから。 

・ ピザ作りのとき、(段ボールかまどの)アルミはがしのときに諦めずに最後まで全部はがした。 

・ ウォークラリーで 1位をとったから。 

・ ピザ作りで班のみんなと協力してMr.JJのピザを作れてよかった。 

・ ウォークラリーで、みんなと協力して問題をいっぱい解いた。 

・ ランタン作りで、カッターで切り取るときに手伝ってくれて、活動に取り組むことができた。 

・ あまりけんかせずにおいしいピザができたから。 

・ 班のみんなと片付けを協力してやって楽しかった。 

・ ウォークラリーでみんなと協力してとった具材をピザにできた。 

 

◆ 自主企画委員の声 

・ 委員から子ども達、委員から班付きボラへの指示がきちんと通るスムーズな運営を目指していたが、こ

のように自分たちが思い描いていた事業とは少し異なる部分があった。本番では子ども達への指示が

なかなか通らなかったり、班付きボラに任せきりになったりと、運営の難しさを感じた。しかし、子ども達は

笑顔でプログラムに取り組む姿が見られたり、委員や班付きボラのみんなも 2 日間を通して「新たな自

分」に出会えたのではないかと感じた。 

・ 何もない状態から作っていくキャンプは、楽しいけれど大変なこともあった。大変だったが、一から企画に

携われたことは、自分にとってとてもいい経験になった。 

・ 委員だったので直接子ども達と関わることは少なかったが、子ども達からたくさん話しかけてきてくれた

り、自分たちが企画したものを全力で楽しんでくれている姿を見れて本当にうれしかった。これからもたく

さんボランティアに参加したいなと改めて感じた。 

・ チラシを作成する際、チラシを見ただけで子ども達がワクワクしたり、少しでも行ってみたいなと興味を持

ってもらえるような内容になるように工夫した。参加者の中には、チラシを見て事業に参加したいと思って

くれた参加者もいたみたいなので嬉しかった。 

・  

◆ 班付きボランティアの声 

・ 今後、子どもと関わるときに、子ども同士が対立する場面に何度も遭遇すると思うが、子ども同士が理解

し合える手助けをできるようになりたい。 

(N＝24) 

満足…17名 

やや満足…6名 

やや不満…0名 

不満…1名 
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・ 大学生 4 人が企画したとは思えないくらいすごく考え込まれていて、子ども達のためにこんなに努力で

きる先輩は本当にすごいなと感じた。自分一人ではどうにもできない場面が何回もあったが、その時に

どのような声掛けをすればよいかを委員からアドバイスをもらうことができた。 

◆ 事業の成果 

・ 企画時には、事業を行う上での目的や目標を随時確認しながら、プログラムの編成をおこなった。２日間

の事業にストーリー性を持たせたことで、アンケートでも「ピザ作りで班のみんなと協力して Mr.JJ（スト

ーリーにまつわる人物）のピザを作れてよかった。」という声も挙がったことから、子ども達がストーリーの

世界に入って活動に取り組むことができた。 

・ 段ボールを使ったピザ作りは、自主企画担当職員にとっても初めてのプログラムであった。物品の準備

や試作を重ね、当日は時間はかかったものの美味しいピザを作ることができた。参加者だけでなく、委員

や職員にとっても「新しいチャレンジ」ができた事業となった。 

・ ２日間の思い出をまとめた動画を作成し、おわりのつどいで紹介した。動画については、参加決定通知

や当日の受付時に保護者に案内したことで多くの保護者に参観していただき、子ども達の２日間の様

子を紹介することができた。また、活動中も若狭湾の Instagramで活動風景を投稿したことで、保護者

も安心して事業を見守ることができたと考える。 

・ 事業後に 2回、オンラインで委員との振り返りをおこなった。来年度に向けての引継ぎなどについて意見

交換を行うことができた。 

 

◆ 事業の課題 

・ ・キックオフミーティング後に、事業終了までの TODO リストを作成し、委員と共有した。期限を決めて連

絡や打合せを実施することはできたが、事業前日まで準備に追われた部分もあった。事業担当者やボラ

ンティアの負担を考慮し、来年度は職員とボランティアの役割分担を明確にしたい。 

・ ・昨年度の委員は 12人だったが、昨年よりも委員の人数を減らして 4人で企画・運営をおこなった。人

数が減った分、打合せの時間を確保しやすかったり、こまめな情報共有を迅速に行ったりすることができ

た。しかし、委員一人の抱える負担が大きく、担当以外のプログラムの把握まで余裕がなかった。ボラン

ティアの活動経験に応じて、職員のサポートや企画の進め方を変えるなどの対応が必要である。 

・ ・施設の使い方が参加者に伝わっておらず、退所点検に時間がかかった。実地踏査や事前の打合せで、

ボランティア全員に施設の使い方について理解してもらう必要がある。他の教育事業に参加する機会が

少ないことで布団の畳み方や清掃方法などのポイントを十分に理解していないボランティアもいたため、

今後は職員やボランティア経験者からレクチャーする時間も確保したい。 

・ ・受付時に服薬等の確認を行った際、事前の申請よりも持参する方が多くいた。申込時に、当日持参す

る薬やアレルギーについて、より詳細に確認することが必要である。（申込の時点で、当日持参する可能

性のある薬を詳細に入力してもらう、塗り薬や貼り薬の持込についての文言もフォームに記載する、など） 

・ ・班付きボラが、事業当日の動きや子ども達への対応で困っている場面が多くあった。ボランティア自体

が初めての学生に加えて、ボランティアの経験はあっても若狭湾での活動が初めての学生もいたため、

班付きボラを選ぶ際に各班のペアの経験値にできるだけ差が出ないように選考するようにしたい。また、

他の教育事業においても、アイスブレイクや自然の家の使い方の説明など、自主企画以外でのボランテ

ィアの活躍の場を増やし、ボランティアのスキルアップにつながるような支援をしていきたい。 
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◆ 活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所長挨拶 ボランティア自己紹介 

アイスブレイクの様子 

ウォークラリーの様子 

ランタンづくりの様子 
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ランタンフェスタの様子 

野外炊事の様子 

感想発表 次長挨拶 

国立若狭湾青少年自然の家 

事業推進係 馬場裕子 


